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９ 化学物質環境実態調査結果

【令和２年度調査結果】
（１）初期環境調査
① 水 質 （単位：ng/Ｌ）

物 質 名 犀川河口（金沢市） 検出下限値
1 アンピシリン ＊０．０９６ ０．１２
2 イマザリル nd ３．９
3-1 クロフィブラート nd ２８
3-2 クロフィブリン酸 nd ３３
4 ヘキサクロロエタン nd ０．５５
5 ベンゾフェノン-4（別名：2-ヒドロキシ-4-メトキシベンゾフェノン-5-スルホン酸） ２４ １６
6-1 ベンラファキシン ４．８ ０．２４
6-2 O -デスメチルベンラファキシン － ６．０
7 メタクリル酸2-エチルヘキシル nd １２

② 大 気 （単位：ng／m３）

物 質 名 県保健環境センター（金沢市） 検出下限値検体１ 検体２ 検体３

１ １，３，５‐トリス（２，３‐エポキシプロピル）‐１，３，５‐トリアジン‐２，４，６（１Ｈ，３Ｈ，５Ｈ）‐ト
リオン（別名：１，３，５‐トリスグリシジル‐イソシアヌル酸） nd nd nd ０．０３９

２ りん酸ジメチル＝２，２‐ジクロロビニル（別名：ジクロルボス） nd nd nd ０．６３

（２）詳細環境調査
① 水 質 （単位：ng/Ｌ）

物 質 名 犀川河口（金沢市） 検出下限値
1 アニリン ５７ １４
2-1 ［（３‐デカンアミド‐プロピル）（ジメチル）アンモニオ］アセタート １．２ ０．３５
2-2 ［（３‐ドデカンアミド‐プロピル）（ジメチル）アンモニオ］アセタート １６ ２．６
2-3 ［（３‐テトラデカンアミド‐プロピル）（ジメチル）アンモニオ］アセタート ３．４ ２．８
2-4 ［（３‐ヘキサデカンアミド‐プロピル）（ジメチル）アンモニオ］アセタート ０．７７ ０．７６
2-5 ［（３‐オクタデカンアミド‐プロピル）（ジメチル）アンモニオ］アセタート ０．５６ ０．２４
2-6 （Z）‐｛［３‐（オクタデカ‐９‐エンアミド）プロピル］（ジメチル）アンモニオ｝アセタート nd ０．０９１
3-1 オクタメチルシクロテトラシロキサン １４ ２．７
3-2 デカメチルシクロペンタシロキサン ７７ ４．３
3-3 ドデカメチルシクロヘキサシロキサン ９．８ ２．３
4 N‐メチルカルバミン酸２‐sec‐ブチルフェニル（別名：フェノブカルブ又はBPMC） ３．０ ０．０５２

② 底 質 （単位：ng/g-dry）

物 質 名 犀川河口（金沢市） 検出下限値検体１ 検体２ 検体３
1-1 ［（３‐デカンアミド‐プロピル）（ジメチル）アンモニオ］アセタート nd nd nd ０．２４
1-2 ［（３‐ドデカンアミド‐プロピル）（ジメチル）アンモニオ］アセタート nd nd nd ５．０
1-3 ［（３‐テトラデカンアミド‐プロピル）（ジメチル）アンモニオ］アセタート nd nd nd ０．９４
1-4 ［（３‐ヘキサデカンアミド‐プロピル）（ジメチル）アンモニオ］アセタート nd nd nd ０．１９
1-5 ［（３‐オクタデカンアミド‐プロピル）（ジメチル）アンモニオ］アセタート nd nd nd ０．０９５
1-6 （Ｚ）‐｛［３‐（オクタデカ‐９‐エンアミド）プロピル］（ジメチル）アンモニオ｝アセタート nd nd nd ０．０２０
2-1 N,N'‐エチレンビス（ジチオカルバミン酸） nd nd nd ０．３４
2-2 N,N-ジメチルジチオカルバミン酸 nd nd nd １．３

③ 生 物 （単位：ng/g-wet）

物 質 名 能登半島沿岸ムラサキイガイ 検出下限値検体１ 検体２ 検体３
1-1 オクタメチルシクロテトラシロキサン nd nd nd ０．７９
1-2 デカメチルシクロペンタシロキサン １．７ １．５ １．４ １．３
1-3 ドデカメチルシクロヘキサシロキサン nd nd nd ０．７８



資
料
編

－ 220 －

（３）モニタリング調査
① 水 質 （単位：pg/Ｌ）

物 質 名 犀川河口（金沢市） 検出下限値
1 PCB類（総量） ４００ ※１９
2 HCB（ヘキサクロロベンゼン） ２１ ２．０
3 クロルデン類（総量） ２００ ※１８
4 ヘプタクロル類（総量） １７ ※７
5 ペルフルオロオクタンスルホン酸（PFOS） ２，２００ ８０
6 ペルフルオロオクタン酸（PFOA） ７，６００ ９０
7 ペンタクロロベンゼン １２ ３
8 ヘキサクロロブタ‐１，３，‐ジエン nd １００
9 短鎖塩素化パラフィン類（総量） nd ※２，５００
10 ジコホル nd １３
11 ペルフルオロヘキサンスルホン酸（PFHxS） ９６０ ６０

② 底 質 （単位：pg/g-dry）
物 質 名 犀川河口（金沢市） 検出下限値

1 PCB類（総量） ５，０００ ※８．２
2 HCB（ヘキサクロロベンゼン） ５０ １．３
3 クロルデン類（総量） ４１０ ※４．５
4 ヘプタクロル類（総量） tr（１．５） ※３．１
5 ペルフルオロオクタンスルホン酸（PFOS） ２１ ５
6 ペルフルオロオクタン酸（PFOA） ３７ ８
7 ペンタクロロベンゼン ６０ ０．４
8 ヘキサクロロブタ‐１，３，‐ジエン nd ３０
9 短鎖塩素化パラフィン類（総量） nd ※５，３００
10 ジコホル nd １３
11 ペルフルオロヘキサンスルホン酸（PFHxS） nd ６

③ 生 物 （単位：pg/g-wet）
物 質 名 能登半島沿岸

ムラサキイガイ 検出下限値
1 PCB類（総量） ４７０ ※３１
2 HCB（ヘキサクロロベンゼン） １４ ３
3 クロルデン類（総量） ６３０ ※１９
4 ヘプタクロル類（総量） ９６ ※１５
5 ペルフルオロオクタンスルホン酸（PFOS） tr（４） ５
6 ペルフルオロオクタン酸（PFOA） tr（５） ６
7 ペンタクロロベンゼン ９ ３
8 ヘキサクロロブタ‐１，３，‐ジエン tr（７） １３
9 短鎖塩素化パラフィン類（総量） ２，８００ ※２，８００
10 ジコホル nd ３０
11 ペルフルオロヘキサンスルホン酸（PFHxS） nd ５

④ 大 気 （単位：pg／m３）
物 質 名 県保健環境センター（金沢市） 検出下限値

1 PCB類（総量） ５８ ※１．８
2 HCB（ヘキサクロロベンゼン） １００ ０．３
3 クロルデン類（総量） ５９ ※０．５４
4 ヘプタクロル類（総量） ４．０ ※０．３４
5 ペルフルオロオクタンスルホン酸（PFOS） ４．２ ０．３
6 ペルフルオロオクタン酸（PFOA） １３ ０．８
7 ペンタクロロベンゼン ６６ ０．１７
8 ヘキサクロロブタ‐１，３，‐ジエン ２，３００ ２，７００ ３，３００ ３０
9 短鎖塩素化パラフィン類（総量） tr（４００） ※５００
10 ジコホル tr（０．２） ０．５
11 ペルフルオロヘキサンスルホン酸（PFHxS） ２．４ ０．３
［記号の説明］
＊：参考値（調査対象物質ごとに統一して設定した「検出下限値」未満）
nd：不検出
－：欠測等
※：それぞれの同族体ごと、各調査対象物質ごと又は同一アルキル鎖長ごとの合計値
tr：検出下限以上定量下限未満


